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霜
か
ら
農
作
物
を
守
る　

防
霜
対
策
本
部
を
設
置

　

市
は
4
月
1
日
、
立
谷
市
長
を

本
部
長
と
す
る
市
防
霜
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
玄
関
に
立
谷
市
長
と
伊

東
充
幸
産
業
部
長
が
看
板
を
設
置
。

　

当
本
部
は
、
降
霜
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
、
霜
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
際
に
、
農
家
に
注
意
喚
起
を
し

ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
市
内
で
は
特
に
ナ

シ
な
ど
の
果
樹
に
注
意
が
必
要
で
、

当
本
部
は
5
月
末
ま
で
開
設
し
ま

す
。茄

子
小
田
橋
の
早
期
復
旧
を
要
望

 

塩
手
山
山
開
き
実
行
委
員
会

　

茄
子
小
田
橋
（
山
上
）
の
早
期

復
旧
お
よ
び
強
靭
（
き
ょ
う
じ

ん
）
化
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出

は
3
月
16
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

塩
手
山
山
開
き
実
行
委
員
会
の
5

人
が
市
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
大
雨

で
橋
り
ょ
う
が
流
出
し
、
現
在
も

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
茄
子
小

田
橋
の
早
期
復
旧
と
、
道
幅
の
拡

張
に
よ
る
強
靭
化
を
求
め
る
も
の
。

　

要
望
書
を
受
け
取
っ
た
立
谷
市

長
は
「
早
期
復
旧
に
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

台風被害の復旧に大きく尽力
派遣職員離任式

　令和元年東日本台風被害の復旧に尽力し、3 月末で離
任した派遣職員 3 人の離任式が 3 月 27 日、市役所で開
かれました。
　離任するのは、令和元年東日本台風などで被害を受け
た本市の復旧作業を支援するために派遣された和田尚
之さん（熊本県熊本市）、田中洋輔さん（新潟県三条市）、
竹谷正博さん（愛知県一宮市）の 3 人。
　離任する職員を代表し和田さんが「大変な業務では
あったが、災害査定などの業務をとおして多くの経験を
積むことができた。今後も災害が起きたときにはお互い
に助け合っていきたい」とあいさつし、立谷市長は「相
馬市が非常に苦しいときにご支援いただきありがとうご
ざいました。災害対応を経験したということが、皆さん
のこれからの公務員人生に役立つことを期待していま
す」と地元自治体を離れ相馬の復旧に尽力いただいたこ
とに感謝を述べました。
　式の後は市の職員などに見送られ、それぞれの自治体
への帰路に就きました。

　

派
遣
職
員
の
着
任
式
は
4
月
1

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
6
人
の

派
遣
職
員
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

立
谷
市
長
は
派
遣
元
の
各
自
治

体
に
感
謝
の
意
を
表
し
な
が
ら

「
復
旧
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

相
馬
市
へ
の
派
遣
期
間
が
有
意
義

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
度
は
、
次
の
6
人
の

派
遣
職
員
の
協
力
を
得
て
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
被
害
な
ど
の
復

旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

▽
前
山
智
洸
さ
ん
（
新
潟
県
三
条

市
・
農
林
水
産
課
）

▽
菊
池
剛
馬
さ
ん
（
東
京
都
稲
城

市
・
土
木
課
）

▽
本
美
大
輔
さ
ん
（
神
奈
川
県
小

田
原
市
・
土
木
課
）

▽
宇
野
純
一
さ
ん
（
福
井
県
大
野

市
・
農
林
水
産
課
）

▽
深
澤
優
希
さ
ん
（
愛
媛
県
西
条

市
・
農
林
水
産
課
）

▽
水
田
哲
朗
さ
ん
（
熊
本
県
熊
本

市
・
土
木
課
）

台
風
被
害
の
復
旧
業
務
に
力
強
い
支
援　

派
遣
職
員
着
任
式
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震
災
前
の
姿
を
後
世
に
伝
え
るジオ

ラ
マ
展
示

　

東
日
本
大
震
災
前
の
原
釜
・
尾

浜
地
区
の
街
並
み
を
再
現
し
た
ジ

オ
ラ
マ
の
展
示
は
3
月
26
日
、
市

伝
承
鎮
魂
祈
念
館
で
行
わ
れ
、
地

区
住
民
ら
約
50
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ラ
マ
制
作
は
、
東
日
本
大

震
災
で

600
戸
以
上
の
家
屋
が
全
壊

し
た
原
釜
・
尾
浜
地
区
を
再
現
し
、

震
災
の
記
憶
を
伝
承
す
る
た
め
、

同
地
区
で
被
災
し
た
方
に
よ
り

立
ち
上
げ
ら
れ
た
東
部
再
起
の
会
、

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
、
東
部

区
長
会
が
市
へ
連
名
で
要
望
。

　

昨
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
10
回
程
度

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

制
作
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ジ
オ
ラ
マ
は
縦
1

メ
ー
ト
ル
、
横
2
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
で
、
施
設
の
場
所
な
ど
を
示

す
プ
レ
ー
ト
の
設
置
や
一
部
の
屋

根
の
色
塗
り
、
船
や
家
屋
な
ど
の

模
型
設
置
は
地
域
住
民
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ラ
マ
披
露
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
除
幕
式
で
、
宇
佐
見
清
企

画
政
策
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
安

達
利
郎
東
部
再
起
の
会
会
長
は

「
震
災
前
の
街
並
み
を
ジ
オ
ラ
マ

と
し
て
再
現
し
た
こ
と
で
、
震
災

前
の
記
憶
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん

に
ジ
オ
ラ
マ
を
見
て
も
ら
い
、
未

来
へ
の
教
訓
と
減
災
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

安
達
会
長
ら
4
人
が
除
幕
を
行

い
ジ
オ
ラ
マ
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ

た
方
は
自
分
が
暮
ら
し
て
い
た
こ

ろ
の
街
並
み
を
眺
め
、
懐
か
し
そ

う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
観
光
協
会
に
よ
る
復

興
視
察
ツ
ア
ー
で
語
り
部
活
動
を

行
っ
て
い
る
齋
川
一
朗
さ
ん
が
除

幕
式
に
併
せ
て
講
話
を
行
い
、
講

話
を
聴
い
た
市
民
ら
は
当
時
の
記

憶
を
よ
り
鮮
明
に
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
常
磐
線
全
線
運
転

再
開
特
別
企
画
展
「
涼
ヶ
岡
八
幡

神
社
さ
く
ら
展
」
の
開
催
式
は
3

月
20
日
、
千
客
万
来
館
で
行
わ
れ
、

関
係
者
8
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
催
式
で
、
主
催
者
の
草
野
清

貴
市
観
光
協
会
会
長
は
「
桜
の
美

し
い
季
節
に
多
く
の
人
に
本
市
に

来
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
、
遠

藤
盛
男
同
神
社
宮
司
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

千
客
万
来
館
ロ
ビ
ー
に
は
、
同

神
社
の
写
真
や
映
像
、
市
観
光
協

会
が
主
催
し
た
「
相
馬
の
桜
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
展
作
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
遠
藤
政
弘
同
神
社

禰
宜
（
ね
ぎ
）
に
よ
る
展
示
物
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

涼
ヶ
岡
八
幡
神
社
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ市観

光
協
会

常
磐
線
全
線
再
開
を
記
念

常
磐
線
の
レ
ー
ル
を
贈
呈

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
レ
ー
ル
を
加
工

し
た
額
装
作
品
の
贈
呈
は
3
月
27

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
鈴
木
浩

原
ノ
町
駅
長
と
木
幡
哲
也
原
ノ
町

駅
副
駅
長
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経

て
も
ゆ
が
ん
だ
り
曲
が
っ
た
り
せ

ず
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
浪
江
・
新
地
間

で
用
い
ら
れ
て
い
た
レ
ー
ル
が
２

０
１
８
年
に
取
り
外
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
レ
ー
ル
を
11
ミ
リ
幅

に
裁
断
し
て
研
磨
し
、
額
装
し
た

も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
県
立
テ

ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜
が
共
同
で
制

作
し
た
も
の
で
す
。

　

作
品
を
受
け
取
っ
た
立
谷
市
長

は
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

馬
陵
公
園
を
や
さ
し
く
照
ら
す ぼん

ぼ
り
点
灯
式

　

相
馬
桜
ま
つ
り
の
ぼ
ん
ぼ
り
点

灯
式
は
3
月
24
日
、
馬
陵
公
園
で

行
わ
れ
、
関
係
者
20
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
の
草
野
清
貴
相
馬
桜
ま

つ
り
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
は

「
満
開
に
桜
が
咲
い
た
中
村
神
社

や
涼
ヶ
岡
八
幡
神
社
な
ど
で
観
光

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
佐
藤
憲
男
副
市
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

草
野
会
長
ら
5
人
が
出
席
者
を

代
表
し
、
ぼ
ん
ぼ
り
を
点
灯
さ
せ

る
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
馬
陵
公

園
に
設
置
さ
れ
た
ぼ
ん
ぼ
り

182
本

が
一
斉
に
点
灯
し
、
辺
り
を
や
さ

し
く
照
ら
し
ま
し
た
。
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黄
色
い
帽
子
で
交
通
安
全

新
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
を
贈
呈

　

市
、
相
馬
地
区
交
通
安
全
協
会
、

日
本
コ
ー
プ
共
済
生
活
協
同
組
合

　スポーツアリーナそうま第二体育館落成式は 4
月 4 日、同体育館内で行われ、関係者約 40 人が
出席し、体育館の落成を祝いました。
　第二体育館は、スポーツアリーナそうまで大規
模大会を開催することによって交流人口を拡大す
ることを目的に建設。
　立谷市長は「市の将来を担う施設として建設し
ました。今後の市民生活と市政発展に役立てた
い」と式辞を述べました。
　施工業者の植村賢二株式会社小野中村代表取締
役から立谷市長に鍵が引き渡され、植村代表取締
役と設計などを行った吉田優株式会社山口建築設
計事務所代表取締役、三浦康伸東海クレテック株
式会社代表取締役社長に立谷市長から感謝状が贈
呈されました。
　立谷市長ら 7 人によるテープカットが行われ、
第二体育館は同日から利用を開始しています。

交流人口の拡大に期待
スポーツアリーナそうま
　　　　　　　第二体育館落成式

　

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
の
青

ノ
リ
の
出
荷
作
業
は
3
月
17
日
、

尾
浜
地
区
に
あ
る
同
組
合
漁
具
倉

庫
で
行
わ
れ
、
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に

詰
め
ら
れ
た
青
ノ
リ
が
次
々
に
運

び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
13
人
の
生
産
者
が
朝

に
収
穫
し
た
合
計

752
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
青
ノ
リ
を
出
荷
。

　

山
下
博
行
同
組
合
理
事
は
「
大

雨
や
温
暖
化
の
影
響
で
ノ
リ
の
生

育
が
遅
れ
、
例
年
よ
り
収
穫
量
も

減
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
う
や
く

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
震
災
を
乗
り
越
え

て
き
た
力
で
、
く
じ
け
ず
に
生
産

し
て
い
き
た
い
」
と
、
本
格
化
し

た
青
ノ
リ
漁
へ
の
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る

青
ノ
リ
漁

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

市
消
防
団
員
辞
令
交
付
式

　

令
和
2
年
度
の
市
消
防
団
員
辞

令
交
付
式
は
4
月
3
日
、
市
役
所

で
行
わ
れ
22
人
の
新
入
団
員
が
辞

令
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
7
分
団
の
村
上
紘
一
さ
ん
の

新
入
団
員
宣
誓
の
あ
と
、
山
田
行

雄
消
防
団
長
は
「
消
防
団
は
地
域

の
人
々
の
安
心
、
安
全
を
守
る
使

命
が
あ
る
」、
立
谷
市
長
が
「
崇

高
な
郷
土
愛
、
誇
り
を
も
っ
て
職

務
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

階
級
変
更
に
よ
る
新
た
な
分
団

長
や
副
分
団
長
が
辞
令
の
交
付
を

受
け
、
防
災
の
意
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

市
消
防
団
は
4
月
1
日
現
在
、

団
員

506
人
。
地
域
の
安
全
安
心
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

連
合
会
は
4
月
6
日
、
新
入
学
児

童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
腕
章
、

黄
色
い
帽
子
を
贈
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
市
役
所
で
行
わ
れ
、

荒
貞
昭
相
馬
地
区
交
通
安
全
協
会

長
が
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
、
七

海
暢
一
相
馬
警
察
署
長
が
腕
章
を
、

立
谷
市
長
が
黄
色
い
帽
子
を
新
入

学
児
童
代
表
と
し
て
出
席
し
た
八

幡
小
学
校
の
渡
部
勝
弘
さ
ん
と
大

川
華
奈
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

黄
色
い
帽
子
な
ど
を
受
け
取
っ

た
児
童
た
ち
は
、
大
き
な
声
で
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。


